
掲載数 56

地区 学年 教科等 テーマ 内　容 参考事項（講師・教材等）

1 清川村 幼複合 環境
「夢ある未来プ
ロジェクト」花
の植栽

　例年、厚木市農協の企画「夢ある未来プロジェクト」として地域の運営委員さんと協力
して行われる花の苗の植樹。今年度も新型コロナウイルス蔓延防止として園児と教師のみ
で園庭の花壇整備から行った。園児へのビオラの苗の植え方、植物へのいたわり、いのち
の大切さについても伝えながら、花壇を花でネズミの形にかたどったりと、楽しみながら
定植を行った。

・全園児対象

2 清川村 幼複合 環境
チューリップの
球根植え（栽
培）

　チューリップの球根を一人１ヶずつ、クラスのプランターに植えた。春になって様々な
色の花を咲かせてくれる日を楽しみに水やりなどを行い、成長を楽しみにしている。

・全園児対象

3 平塚市 年長 環境
身近な生き物や
友達を大切にし
よう

　虫取りが大好きな子ども達は、友達と園庭にいるアリやダンゴムシ、バッタなど様々な
虫を見つけて、捕まえることを楽しんでいた。しかしある日、友達とのおふざけが止まら
ず、捕まえた虫を壁に投げてしまうことがあった。それを見た職員が身近な生き物の生命
を大切にすることを考えらえるように、『虫からの手紙』を子ども達に送ることにした。
昨日の出来事、虫からの気持ち(とても痛かったこと等)、また虫の生命だけでなく友達の
ことも大事にすることの大切さを虫からの言葉で伝えた。その後、虫取りをした後に捕ま
えた虫をそのままにしていると、子ども同士で「このままじゃかわいそうだよ」と話し合
う姿が見られた。

4 平塚市 年中 環境

環境保全と自分
たちの命のつな
がりについて考
える

　ISO活動の一環として、紙を大切にしようとする活動を行った。（現在も継続中）紙を
大切にする理由として、「紙は木からできている。紙を無駄使いすると、木がたくさん切
られてしまう。木はみんなが生きていくのに必要な空気の中の酸素を作ってくれている」
という話を、絵本を通して伝えた。子ども達から「木が切られたらかわいそう」「空気が
吸えないと死んじゃうよ」という意見があった。「そうだね、紙を大切にしたり、木や花
を大切にしないと、私たちは生きていけないね」と伝えた。その後、工作をする際に、ど
の素材を使ったら無駄にならないか考えたり、野菜に水やりをする際に木にも水やりをし
たりする姿が見られた。
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5 平塚市 幼複合 環境
防災について備
蓄品を知る

　非常袋に備蓄品などの防災用品を入れ、ヘルメットをかぶり、備えが必要という話をす
る。災害に備えるために用意しておくものを1つ1つリュックから出し、実際に見せ、対話
しながら伝えていく。何が出てくるかとワクワクして見ていた。リュックに全てをもど
し、何が入っていたかクイズ形式にしてみると、しっかりと覚えていて答えることができ
た。家に帰ったら、保護者に「今日覚えたことを伝えてみよう」と促す。園の玄関に備蓄
用品を掲示し、意識を高められるように保護者にも周知した。

防災リュック
ヘルメット

6 平塚市 幼複合 環境 うさぎの飼育

　園で11年ほど飼育していたうさぎが亡くなる。毎朝、園児当番が家を掃除したり餌をあ
げたり、低年齢児や保護者・地域の親子からかわいがられていたので涙を流す子どもたち
もいた。死んだらどこに行くのか、どのようにしたら葬ることができるかなどを話し合
い、園庭の隅に埋めることになった。卒園児にまで知らせが届いたようで、お花や手紙も
届く。最後のお別れ会を開き、思い出を共有する。保護者からすぐにうさぎの贈与をと声
をかけてもらうが、すぐに新しい命という代替えは良いかどうか考え、見送る。9月より
新たなうさぎをいただくことになり、みんなで迎え、命の大切さを話し合った。

7 秦野市 年長 環境 夏野菜の栽培

  夏野菜を栽培する。地域の方に「苗は喉乾いたって教えてくれないから、よく観察して
水遣りをするんだよ」と育て方を教わり、「土が渇いているから水をあげよう」と毎日よ
く観察して、水遣りなどの必要な世話を率先して行っていた。また、葉が下を向いている
ときには「このままだと枯れちゃう！」「水が足らなかったのかな…」と苗を心配し、
たっぷり水をあげて、葉が元気になる喜びを感じたり、風が強い日には、「苗が風で倒れ
ちゃう」と支柱の代わりになるものを探し始め、割りばしを土にさしてビニールひもで苗
と結び、苗を助けたりする姿が見られた。「これで苗はもっと大きくなれるね」と、大切
に育てようとする子ども達の気持ちも育っていったように感じる。
収穫できると、「ピーマンを焼きそばに入れて食べたらおいしかった」「ナス苦手だった
けど自分で育てたナスは食べれたよ」など収穫した夏野菜をおいしく食べた話もたくさん
聞かれ、栽培・収穫体験を通して命の大切さを体感したり、命を大事にいただく姿につな
がったように感じる。

8 秦野市 年少 環境
カブトムシの飼
育

　１学期からクラスでカブトムシを飼育していた。毎日観察していると、１学期に比べてエサの
ゼリーが減らないことに気付いた。「違う味のゼリーがいいのかも。」「お腹いっぱいなのか
な？」となぜ食べないのか考え、カブトムシの変化を心配していた。図鑑でカブトムシの一生に
ついて伝えると、卵を産むとしばらくして死んでしまうということを知った。もうすぐ死んでし
まうかもしれないと気にしながら毎日観察を続け、エサのゼリーが減ってくると、新しくゼリー
をあげていた。週明けに登園すると、カブトムシが死んでしまっていた。触って本当に動かない
のかを確認する子もいた。悲しくなりながらも「いっぱい卵を産んだからだね。」「このカブト
ムシが産んだ卵を、今度は大事に育てていこうね。」と話していた。



9 秦野市 年長 環境 うさぎ

　飼育しているうさぎが死んだ。どのように伝えるか保育者は考え、うさぎ小屋の前に献
花台を設置し、死を知らせるボードと花を手向けた。
　それを見て、涙を流す子や、親子で手を合わせる姿が見られた。５歳児は「天使の羽が
生えて空へいけるように」と画用紙でうさぎの天使を作ったり、「仲間がいて寂しくない
ように」とうさぎの絵を描いたり、折り紙でうさぎを折ったりする幼児がいた。また「た
くさん餌を食べてくれてありがとう」「これからも（心の中で）一緒だよ」と書いた手紙
や、帰宅後家族で話しをして書いた手紙を供える姿もあった。
　時間の経過と共に５歳児を真似て、３、４歳児がどんぐりや花を献花台に置き、手を合
わせる姿や、５歳児が年下の子に”うさぎの死”について、分かりやすい言葉を考えなが
ら伝える姿も見られた。生き物の死という機会を通して、幼児がいろいろな思いや感情を
揺さぶられる体験となった。
　さらに数日後、５歳児に「生きる」という絵本を読み、命の大切さと、その日その時を
一生懸命生きる大切さを考える機会とした。

・担任
・絵本「生きる」

10 秦野市 年少 環境
蚕の飼育を通し
て

　蚕の観察や世話が好きなＡ児が「蚕が糸を吐いているよ」と様子の変化に気付いた。す
るとＢ児が「蚕はどうなるんだろう」と興味をもったため、保育教諭が蚕の絵本を見せ
た。Ｂ児は繭を茹でている写真を見て驚き、「お湯に入れたら蚕が死んじゃうよ」とＡ児
に知らせた。保育教諭がＡ児とＢ児の驚きを受け止めながら、「蚕は死んでしまうけれ
ど、茹でることで繭が糸になってみんなの服になるんだよ。蚕の命をもらっているんだ
よ」と伝えると、真剣な表情で保育教諭の話を聞いていた。その後、繭を使った製作の際
に、絵本を見たことを思い出し、繭の中に蚕がいない事を確認したＢ児は「蚕いないね。
命をもらったんだよね、ありがとう」と言葉にし、繭を大切に扱っていた。その後、園庭
で虫を捕まえた際に、以前は捕まえた後死なせてしまうことがあったが、蚕の世話をした
経験から「蚕みたいにお世話をしよう」「この虫も蚕と同じだよね」と、他の虫も大切に
する姿が見られるようになった。

園内に生えている桑の
葉を使用した。
「かいこ」：チャイル
ドブックの絵本を使用
した。

11 秦野市 年長 環境
米作りの経験を
通して

　５歳児は園内の田んぼで代掻きや田植え、稲刈りを行った。収穫したての米はもみ殻が
付いており、手で殻を取ってみるとＡ児は「中のお米が茶色い。いつもと違う」と、自分
たちが普段食べている米との違いに気付いた。保育教諭が実際に精米をしている写真を見
せ、農家の方が様々な工程でいろいろな努力をし、世話をしてくれるからこそ普段食べて
いる白い米になることを知らせた。それを聞き、Ａ児は「これからは、ご飯残さないよう
にしよう」と言うと、傍にいたＢ児も「お米、作るの大変だったよね。残したらもったい
ないね」と話す。その後の給食時には、ご飯やおかずをゆっくり味わいながら食べる姿が
あった。これらの経験を通して、食事が自然の恵みからできており、それをいただく事
で、自分の命が育まれていると気付くきっかけとなった。また、自分たちが食べている物
には様々な人の関わりがあることを知り、感謝の気持ちをもつ姿が見られた。

園内の田んぼを使用し
た。
身近な環境で米の栽培
ができたことで、稲の
変化に興味や関心をも
ち、食育へとつながっ
た。



12 秦野市 幼複合 環境

自然観察を通し
て、生き物の生
態系を守ること
の大切さを知
る。

　講師の方を招き「親子生き物の里調査隊」として、地域の生き物の里でどんな生き物が
いるか探し、捕まえる体験活動を行った。親子でドジョウやアブラハヤ、ザリガニなどを
捕まえ、見たり触れたりして楽しむ姿が見られた。また、捕まえた生き物を種類別に水を
入れた入れ物に分け、生き物の動きをじっくり観察する姿も見られた。最後に、講師の方
が捕まえた生き物の名前や、ドジョウやアブラハヤは川に戻すが、外来種のザリガニは生
き物の生態系を守るために川には戻さないことを教えてくださった。
　この体験を通して、それぞれの生き物の命を守る方法を知り、地域の身近な自然環境を
大切に思う気持ちにつながった。

13 秦野市 幼複合 環境

キアゲハの幼虫
の飼育を通し
て、生き物の命
を大切にしよう
とする気持ちを
もつ。

　園長先生からキアゲハの幼虫をもらい、自分たちの育てている人参の葉をあげ、みんな
で飼育した。どの蝶々になるか図鑑を広げては、「これじゃないかな？」「この蝶々かも
しれないよ！」と友達と会話を弾ませながら調べていた。しばらく経つと蛹からきれいな
蝶々になり、子どもたちの喜ぶ姿が見られた。飼育ケースの中の蝶々を見て、「（飼育
ケースの中では）狭くてかわいそうだよ。」「広いところに逃がしてあげよう！」との声
があがり、逃がす場所をみんなで相談した。「そうだ、学校農園の畑のところがいい
よ！」と場所が決まり、飼育ケースを持ってみんなで畑へ向かった。飼育ケースのふたを
開けるとキアゲハが元気に飛んでいき、子どもたちは「元気でね～！」と手を振りなが
ら、その姿を追っていた。
　この経験を通して、生き物を大切に育て、小さな命を大切にしようとする気持ちをもつ
ことができた。

14 秦野市 年少 環境
「虫の飼育を通
して」

　園庭で虫を見つけ、バッタだと思い飼育を始めたが、もしかしたらキリギリスではとい
う声も聞かれた。早速、生き物に興味がある子が保育室の絵本コーナーに準備していた図
鑑や絵本で調べていた。じっくり観察することで触角の長さが違うことに気づき、キリギ
リスであることが分かった。何を食べるのか調べると、ネコジャラシ（エノコログサ）を
食べることが分かり、次の日には登園時にネコジャラシを持ってくる幼児の姿が見られ
た。毎日、与える草を変えて世話をしていたが、夏休みにバッタを育てた経験のある子が
「虫はだんだん弱ってしまうので外に帰してあげよう」と言う子がいたため、クラス内で
話し合い、元気なうちに園庭に帰すことにした。自分で経験したことを伝え、小さな命で
も大切にすることを学ぶ経験になった。

15 秦野市 年長 環境
「カイコの飼育
を通して」

　クラスでカイコを卵から育てた。エサや飼育方法、体の構造等は、自分たちで図鑑を用
いて調べる姿があった。日に日に大きくなり脱皮をしていく様子に関心をもち観察レンズ
を使ってじっくりと観察する姿も見られた。成長の様子を注意深く観察し、カイコに愛着
をもち、登園時にエサの桑の葉を探してきて与えるなど、進んで世話する子も増えていっ
た。今まで虫が苦手で触れることに躊躇していた幼児も、自分から触れて世話をするなど
可愛がり成長を楽しみにする姿が見られた。カイコの飼育を通して、完全変態等生き物の
不思議さを知ったり、生き物に対して愛着をもってかかわったり、育てていく喜びを味わ
うことにつながった。



16 秦野市 年長 環境
幼虫を育ててみ
たら

　昨年度、幼虫を蝶にふ化させた経験があるＡ児が、「この木にいたんだよね」と言って
幼虫を探し始めた。金柑の木に幼虫を見つけ、自身の経験から飼育ケースや金柑の木の葉
が必要な事を話し友達や担任と一緒に準備を進めた。飼育ケースに移す時は慎重に扱い動
き出すと安心していた。その後、観察する子が増えていき「大きくなったかな？」と話す
姿も見られた。Ａ児を中心に観察図鑑を作り始め、紙に幼虫の絵を描いていた。幼虫の色
が変わった気づくと、サナギからアゲハチョウになる事を友達同士話していた。翌日サナ
ギになると絵に描いてページを増やした。数日経ち、｢チョウチョウになってるよ｣と登園
した子ども達が気がつき、喜んでいた。ケースの中で羽ばたくアゲハチョウを見て、「せ
まいからにがしてあげたらどう？」「このままずっと観察したい」と意見が出た。「家
（飼育ケース）が小さいから、出してあげた方がいいよ」と話し合いをする中で、逃がし
てあげることになった。飼育ケースを開け、飛んでいく様子を見て「げんきでね」「きも
ちよさそうだね」と手を振っていた。幼虫から成虫になるまでの様子を実際に見ること
で、成長に感動したり、変化に気付いたり、生き物に対する優しさや生命を大切にする気
持ちが育まれた。

17 秦野市 年少 環境
飼育
「昆虫の世話」

　クラスでカブトムシやクワガタを飼っていた。虫かごの中を覗き、「（土の中に)潜っ
ているのかな？」「ゼリーが減っているから新しいのをあげた方がいいね」と様子を気に
し、世話をしようとする姿があった。カブトムシが死んでしまった時には、「埋めてあげ
ようよ」という声が幼児からあがり、お墓を作って埋めた。翌日動かないクワガタを心配
し、「大丈夫かな？」とより気にかけながら世話をしていた。

18 秦野市 年中 環境 生き物との共生

　２学期の初めに１学期から育てた花の種とりをした。その翌日、はつか大根の種まきをする
と、種を手のひらに載せて「フウセンカズラと違うね」「いろいろな形があるんだね」と違いを
口にしていた。そして１学期の種まきを思い出しながら、そっとまいて土をかけることができ、
その後も毎日プランターの中をのぞき、生長を楽しみにしていた。
　ある日、プランターのところに蝶が来ていて「ちょうちょさんも見に来たんだね！」などと子
ども達も嬉しそうにしていたが、その一週間後、葉っぱが穴だらけになっていた。葉っぱの裏に
は小さい青虫がたくさんついていたため、休み明けには本葉の中心も食べられて育たないものが
あった。
　そこで子ども達に今後の手立てについて投げかけた。“①青虫を全部見つけて捕る　②新しく
種をまく”の二つの方法を提示し、そのメリットデメリットを考えさせた。すると「①は自分た
ちは食べられるけど青虫はかわいそう」「②は自分たちが食べる大きさになるまで時間がかかる
けど、青虫は蝶になれる」ということで、「もう一度新しく種をまこう」ということで全員が納
得した。
　もう一度種をまくとしても、同じやり方ではまた蝶が卵を産んでしまうため、そのことを子ど
も達に投げかけると口々にアイディアを出していた。その後、新しい種をみんなで撒き、プラン
ターに栽培用の不織布をかけて、毎日幼虫がついていないか観察しながら育てたことで、無事に
収穫できた。持ち帰って食べた子ども達からは「青虫もこんなにおいしいから食べたんだね」と
いう声が聞かれた。



19 秦野市 年長 環境 蚕とのかかわり

　６月、孵化した蚕の飼育を始めることになった。初めはとても小さく、虫眼鏡で観察をしなが
ら少しずつ興味を持ち始める姿があった。段々と蚕が生長し、大きくなってくると「今は２齢く
らいかな」と掲示物と蚕とを見比べながら毎日観察を繰り返し、生長を楽しみにするようになっ
た。蚕が大きくなるにつれて食べる葉の量も増えてきたことに気付くと、子どもたちは自分たち
でも桑の葉を探し、蚕に与えたいという思いを持つようになった。教師が園庭にも桑の葉がある
ことを知らせると、特徴をよく見ながら探し回り、園庭にある桑の葉の場所を見つけることがで
きた。蚕が大きく生長するためには、桑の葉をたくさん与える必要があることもわかると、子ど
もたちは桑の葉の場所を友達同士で知らせ合ったり、他の場所にもあるのか探したりしながら、
何か所か桑の葉がある場所を見つけ、みんなで『桑の葉マップ』を作った。自分たちでも見つけ
出せるようになると、登園時や遊びの時間などそれぞれが取り、蚕に与える姿も見られた。ある
日、桑の葉をたくさん食べたことで蚕が繭を作り始めていることに気付くと、繭を作る過程も観
察したいという幼児がいた。子どもたちに投げかけ、蚕の世話をするために必要なものを用意す
ること、家族とも相談をすることを条件に週末家庭に持ち帰って、世話をしても良いことにし
た。家庭で繭になる過程を観察したり、自分で世話をしたりしていくことで責任や愛情をもって
生き物とかかわる経験をすることができた。

20 秦野市 年長 環境
ウサギの飼育当
番

　ウサギの世話を4人のグループの友達とする。1学期は「ウンチが臭いからやりたくな
い」「ウサギが怖い」となどと言って、当番の仕事をなかなか進めることが難しかった。
しかし、2学期になると「私は水を取り替えてくる」「じゃあ、僕がえさをやるよ」など
と分担をするようになった。「ミルク（ウサギの名）も汚いところにいたくないよね」と
言いながら糞の始末をしたり、「ミルクやキキが食べやすいように小さくキャベツを切っ
た方がいいよね」と生き物が食べやすい大きさを考えながら世話をするようになった。飼
育当番を通し、友達と仕事を分担することを知ったり、命ある生き物のことを考えながら
世話をしたりする大切さを学んでいた。

21 秦野市 年少 環境

カマキリの死か
ら生き物の接し
方について考え
る

　近くの野原でカマキリを見つけ、虫かごに入れていた。捕まえた時は関心を示していた
が、数日して 一人の子が動かないカマキリに気づいた。どうして動かなくなってしまっ
たのかクラスの皆で考える場を作った。「虫かごが小さかったのかな」「餌が足りなかっ
たのかな」と、カマキリの気持ちになって考えた声が聞かれた。どうしたらよかったのか
考えさせていくと、「捕まえたらそのままにしないで餌をあげる。」「観察したら元の場
所に返してあげる。」という声が聞かれ、それ以降、虫を観察した後は、元の場所に返し
に行くようになった。「バイバイ、またね」と言って、より愛着をもって虫とかかわる姿
が見られるようになった。



22 秦野市 年長 環境
うさぎの命を
考える

　うさぎの様子がいつもと違うと気づいたＡ児。獣医にみてもらうと手術が必要となっ
た。治療を終えたうさぎを見て「よかったね」と喜ぶ子ども達。翌日、心配で小屋を見入
る子、野菜を山盛り持参する子等元気になって欲しいという姿が行動に出ていた。
　翌週、獣医を招き、世話の仕方や習性について講話を聞き、うさぎの体の特徴や安心で
きる抱き方、与えてはいけない食物等を教えて頂いた。子ども達は日頃の自分の世話の仕
方を思い出し、うさぎの体の仕組みを聞き、自分と対比する等関心が深まった。うさぎは
とても我慢強く、体が痛くても鳴くことが少ない動物だから「みんなが毎日世話をしてく
れることが大事なんだよ」と獣医から聞いたことで、愛着をもって世話をする様子が見ら
れ、命を考えるよい機会となった。

講師は、園近くの
動物病院の獣医

23 秦野市 年長 環境 うさぎの飼育

　飼育当番が餌と水やり、飼育小屋の掃除をしている。餌を多くあげすぎている日もあ
り、クラス全員で餌の適量を確認した。そして毎日、餌の食べ方や糞の状態等からうさぎ
の健康観察を行った。３学期に入り、卒園を意識し始めてからは、自分達も昨年の年長児
から引き継いだことを思い出し、年少児へ当番を引き継ぐ必要性を感じ始めた。今までは
自分達が当番をしてうさぎを大切に飼育してきたことで、命の大切さを感じている幼児が
多い。

24 秦野市 年少 環境
フウセンカズラ
を育てたい

　５月に植えたフウセンカズラ、９月に種が取れたことを喜んでいた。また種をまけば出
てくるのではないかとまき時ではないが、また植えて毎日欠かさず水をやる。３か月くら
い経ったところでなかなか発芽しないことに疑問をもち、雨で種が流れたのではないか、
小動物が食べたのではないかなど友達と話していた。疑問を受けとめ、一緒に図鑑を見て
調べてみる。発芽時期でないことに気づき、暖かくなったらまたまいてみようと期待を
もった。自分たちが育てたものなので興味をもち、また育ててみたい思いをもった。愛情
をもって世話をしたり、注意深く観察したりという力になった。

25 大磯町 年少 環境
ザリガニが動か
ない

　クラスで飼っていたザリガニが動かなくなっているのを見つけ、友だちと「どうしたの
かな？」「餌を食べすぎたのかな？」「昨日は元気がよかったのに」と話していた。
ある園児が「僕が飼っていたザリガニが死んだ時は、石でお墓を作ったよ」と言うと「そ
うしよう」と園庭に出て花壇の端の土を掘りザリガニを埋めた。
近くに咲いている花を摘み、お墓にお供えしていた。「ザリガニかわいそうだね」と担任
に話してくる園児もいた。

26 大磯町 年少 環境
トンボがやって
きた

　保育室に入ってきたトンボを担任が捕り、飼育ケースに入れた。「なんていうトンボだ
ろう？」「大きいね」など観察をしながら話していた。図鑑で調べると何種類か同じよう
なトンボがのっていた。実物と写真を見比べて黒目と尾の太さの違いから「オニヤンマ」
という事が分かった。　　そして、トンボの元気がない様子を見て「体が大きいのに入れ
物が小さいからだよ」と気付いた。担任が「どうしたらいいかな？」と園児に問いかける
と「逃がしてあげる」という事になった。飼育ケースの蓋をあけテラスで見送るが、なか
なか飛び出さなかった。園児がトンボのお尻をチョンと押すと、空に向かって飛びあが
り、園児は「また来てね」と手を振って見送っていた。

≪参考資料≫
小学館の図鑑ＮＥＯ
昆虫



27 小田原市 年長 環境 かえるのきもち

　子どもたちがつかまえたカエルを飼育ケースに入れていたがそのままになっていたた
め、降園後撮った写真を子どもたちに見せながら「カエルの気持ちを考えてみよう」と問
いかけた。その気持ちを考慮しながら、その後どのようにするのかについて話し合いを
もった。カエルの池（大きなタライの様なもの）を畑の脇に置き、そこにカエルを逃がし
て水草を入れたことで、毎日のように観察したりカエルに話しかけたりするようになっ
た。カエルとのふれあいを楽しみ、いたわりの気持ちをもって接する経験となった。

28 小田原市 幼複合 環境 カメの冬眠

　園で飼っているミシシッピアカミミガメ。日頃から、子どもたちが水槽の水替えや餌や
りなどを行っていた。１１月に入り、気温の低下とともに動きが鈍く食欲もなくなる。心
配した子どもたちであるが、調べてみると病気ではなく、冬眠の準備らしい。年長児が近
くの公園で落ち葉を集めてきて、カメの水槽を洗った後水を浅く張り、拾ってきた落ち葉
をそっとかけた。翌日は、葉の中で動く様子が見られたが、その次の日からは動かなく
なった。心配する年少児に年長児が、カメの冬眠について絵を描いて、カメが冬を越すた
めには必要なことであることを知らせた。

飼育図鑑
年長児が作ったカメの
冬眠の図

29 小田原市 年長 環境
ダンゴムシ
　さようなら

　いろいろな生き物に興味関心をもって、関わる姿がある。年少児は、年長児から優しく
関わってもらいながら園生活を送る中で少しずつ慣れ、安定した中、年長児の行動を見て
いろいろなことを吸収しているように見受けられる。また、年長児も同様で、年少児に優
しくいろいろなことを教えてあげていることで、年長児としての自信もついてきているよ
うだ。年少児との関わりの中で、石の下にいたダンゴムシを発見。飼育ケースで飼い始め
た。「ダンゴムシはどんなところで生活するのが好きなのか？」など、調べて世話をして
いた中、ダンゴムシが死んでしまった。「何故死んでしまったのか？」を振り返る時間を
設けた。湿った葉が大好きだということがわかっていたので、霧吹きで葉やケースの中を
湿らせていた。数人の子は「１回やった！」とやった事実を主張したが、「やったのに何
故死んでしまったのか？」と問いかけると、「水の量が少なかったのか？」ということに
気付く。ダンゴムシをお墓に埋めてあげようということになり、ケースから取り出す時に
「死んでしまったからもう痛くないよね！」と無造作にケースをひっくり返そうとするＡ
児にＢ児は「だめだよ！かわいそうだよ！そっとやってあげよう！」と言ってそっと取り
出していた。その言葉や姿に、周りの幼児がＢ児の思いに共感しているようだった。（年
少児もＢ児（年長児）の言葉に黙って頷いていた）



30 小田原市 年長 環境
チョウチョウの
旅立ち

　年長児が年少児の時に栽培していたキャベツの葉の裏に黄色い小さなたまごを発見し
た。「あっ！小さい黄色いの何だろう？」「図鑑で調べてみよう！」と早速生き物の図鑑
をみんなで頭を突き合わせて見ていた。「これはチョウチョウのたまごだよ！」という答
えが出て、再度葉をよく見てみると、「あっ！アオムシの赤ちゃんがいる！」と小さなア
オムシを何匹も発見した。飼育ケースに入れて飼うことになった。他にもカメやカブトム
シ等の生き物に興味をもって関わっている子どもたちは、チョウチョウの世話も熱心に取
り組んだ。そのうち、アオムシが蛹になった。「もうすぐチョウチョウになるんだね！」
「どんな色かな？」とワクワクさせていた。休み明けの月曜日。一匹の蛹が羽化し、飼育
ケースの蓋の裏にチョウチョウがとまっているのを当番のＡ児が見つけると、慌てて「み
んな～チョウチョウになったよ！」と知らせた。すると「え～ほんと？」「どこどこ？」
と飼育ケースの周りに集まり、頭を突き合わせて見た。「ほんとだ～！」と大喜び。ひと
しきり観察した後、「このチョウチョウをどうする？」と問いかけると、「このままずっ
と飼育ケースの中に入れて飼い続けたい！」いう声もあったが、「狭くてかわいそうだ
よ！逃がしてあげよう！」ということに話がまとまった。「家の人にも見せたい！」とい
う思いもあったので、ケースの蓋を開けて飛び立つ姿を保護者にも一緒に見てもらった。
チョウチョウが空高く飛び立つ姿を見て、皆で大きく手を振って見送った。

31 小田原市 年長 環境
「バッタの飼育
活動の中で」

　散歩に行った先で捕まえたバッタやイナゴをクラスで飼育することになった。図鑑で、
エサや飼育環境などを調べ、エサとなる草をとってきたり、エサ用の草の水換えをしたり
と幼児同士声を掛け合いながら世話をしていた。自分たちが用意したエサを食べている姿
や日々世話をする中で少しずつ、愛着が沸いてきている様子が伺えた。
　数日後、飼育ケースの中で弱っているバッタがいることに気付き、逃がしてあげようと
いうことになった。逃がす際に、捕まえたところに逃がすとよい、園庭だとエサが見つけ
られないかもしれない、畑のエサのある近くに逃がすのはどうかなど、弱ったバッタに
とってどのような環境が適切なのか、みんなで相談し考え合う姿に、直接体験を通して学
び合うことの大切さを改めて感じた。

32 小田原市 年長 環境
飼育物を通し
て、命について
考える

　第１学期に、地域の方にカニとザリガニをいただいたことから、クラスで世話をし育て
ることになった。夏休みに入るため、カニとザリガニの世話をどうするか話し合いをする
と、川に逃がす、このまま幼稚園に置いておく、家に持ち帰るという案が出た。川に逃が
すことに関しては、ザリガニは特定外来種に指定されるため、逃がすことができない。ま
た、カニも逃がすのは可哀そうという意見が出たため、幼稚園に置いておくか家に持ち帰
るかの二択になった。家に持ち帰るには、保護者の許可が必要なため、保護者にもザリガ
ニとカニの世話について投げ掛けたところ、夏休み中、持って帰っても良いという家庭が
４件あり、ザリガニとカニを分け、それぞれの家庭に持ち帰って世話をしていただくこと
になった。持ち帰る前には、夏休みの間に死んでしまうかもしれないこと、命を預かって
もらうということについて話し合った。そこから、小さな命でも、世話をすると決めたら
最後まで責任をもって飼育しなければいけないということを確認した。夏休み明けには、
４匹のカニが戻ってきて、第２学期も引き続き世話をしている。１１月に２匹のカニが死
んでしまったときには、数人がカニの墓をつくり、花を供えていた。墓をつくった後も、
花を添え、死んだ後も飼育物を大切に思う気持ちが育っていると感じた。



33 小田原市 年少 環境
虫捕り遊びを通
して命について
考える

　Ｍ男は仲良しのＦ男と、見つけたカマキリを大切そうに飼育していた。ある日、エサを
見つけたいと園庭に小さな虫を探しに行き、テントウムシなどを見つけ、飼育ケースに入
れておいた。弁当の時間になって事件が起きていることに気付いた。カマキリが共食いを
していたのだ。その様子を見たＦ男はショックで涙ぐんでいた。涙ぐむＦ男をＭ男は慰め
ながらも、どうして共食いをしてしまったのか考える様子が見られた。『同じ飼育ケース
にたくさんのカマキリを入れてしまったからではないか』『お腹がすいて喧嘩してしまっ
たのではないか』と、Ｍ男とＦ男と教師とで話をしながら、いくつかの考えがあがった。
　その後、クラスでもカマキリの絵本を読んだり、図鑑を見たりしてカマキリの生態につ
いて調べてみた。カマキリは『フワフワの卵からたくさんの赤ちゃんが生まれる』『何度
も脱皮を繰り返して大きくなる』『メスは卵を産むためにオスのカマキリを食べてしま
う』など、いろいろなことが分かった。カマキリの死を通して、カマキリへの知識を深
め、命に触れる機会となった。

34 小田原市 年長 環境
園外散歩にて
「あれ、なん
だ？」

　遠足に行くことができなかったので、園付近に園外散歩に出掛けた。雨が降りそうな天
気の中、田んぼに流れ込む小川の中に、サギが立っていた。「あれ、なんだ？」と気付い
た子どもたちの中で、「あれはね、“アオサギ”っていうんだよ！」と教えてくれた幼児
がいた。よく知っているなと思っていると、他児が「なんでじっとしてるんだろ？」と疑
問を投げかけた。「きっと、写真を撮ってもらいたくて、じっとしてるんだよ！」「ポー
ズとってるよ！」の発言に、「あっ、そうだね。きっとそうだよ。」と周りの幼児たちも
納得していた。「だから静かにしよう！」と、それまでいろいろな話をしていた幼児もお
しゃべりをやめ、アオサギの様子をじっと見ていた。アオサギの様子から動物の生態など
の自然に対する興味・関心をもち、幼児ならではの発想をもって友達と伝え合っていた様
子が見られた。いろいろないのちの大切さに気付いていってくれたらと思った。

35 小田原市 年少 環境 カメの世話

　第１学期から、教師と一緒にカメの世話を行っていた。カメを入れ物から出し、中の水
を取り替え、中をたわしでごしごしこすり、入れ物がきれいになると、園庭の芝生の上に
出してあげた。カメの首に白いものができてしまったときに、動物病院の先生から「お日
様にあててあげてください。」という話をきいたことから、芝生の上に散歩に出してあげ
たらよいのではと考えて始めたことだった。「そっちにいっちゃだめ！」「先生、あっち
にいっちゃう！」世話を始めた頃は、カメに触ることを嫌がり怖がっていた子どもたち
も、カメ当番を楽しみにし、「シロちゃんとクロちゃん、仲良ししてる！」「足のトンネ
ル通ったよ！」とカメに親しみをもち、かわいいなと思っている様子が見られた。小さな
生き物の世話をして、幼児なりにいのちにふれることができた。



36 南足柄市 年中 環境
「ツマグロヒョ
ウモン羽化成
功！」

　子どもたちがビオラが植えてあるプランタ－に、今まで見たことのない幼虫を発見し
た。幼虫が大好きな男児は、図鑑を調べてみるが、どこにも載っていなかった。ネット検
索をしてみると、『ツマグロヒョウモン』というチョウの幼虫で、毒はなく触っても大丈
夫であることが分かった。子どもたちは「育ててみたい！」と早速飼育ケ－スを持ってき
た。教師も『ツマグロヒョウモン』を育てることは初めてだったが、育てるために必要な
ことを子どもたちと一緒に調べ、飼育を始めた。毎日世話を頑張ったことで、蝶になり、
羽化していく瞬間も見ることができた。幼虫の飼育を通して、子どもたちのたくさんの気
付きや疑問から、ともに考えることができた。

37 南足柄市 年中 環境
「サナギになっ
たよ！」

　学級で飼育をしていたカブトムシの幼虫がサナギになっていることを発見した。「ほ
ら、飼育ケ－スの横から見えるよ！」「あっ本当だ！でもサナギになったらさわったらだ
めなんだよ。死んじゃうからね。」と虫に詳しいＡが友だちに教えていた。他の子たちも
それを聞いて、ケ－スの外側から観察をするようにした。その後も、図鑑を持ってきて写
真と比べながら観察が続いた。
　カブトムシの世話を通して、日々変化していくことに驚きを感じたり、成長過程で友だ
ちから出てくる好奇心や疑問をみんなで考えたりすることができた。また、友だちと観察
したり、一緒に世話をしたりすることで、喜びや驚き、発見を共有できた。

38 南足柄市 年長 環境
みんなで育てよ
う

　11月下旬から、２つのヒヤシンスを水栽培で育て始めた。「水を替えないと、ヒヤシン
スがかわいそうだよね」「誰がやろうか…」と考える幼児たち。「みんなで順番にヒヤシ
ンスの世話をするのはどう？」と提案する幼児。次の日から、交代でヒヤシンスの世話を
し、生長していく様子を喜んだ。

39 南足柄市 年長 環境 ヤゴとトンボ

　園内にあるビオトープで、数匹のヤゴがトンボになっていた。その中で、羽が乾いても
飛び立つことをしなかったトンボの飼育や、死や、弔いを通じて、自分たちの対応を振り
返ったり、幼虫から成虫になる時に命をかけて形を変える生き物がいることを知ったりし
て、命の尊さを実感することができた。

40 南足柄市 年少 環境 カメの世話

　９月から学級全体で、保育室でカメ２匹の世話を始めた。カメと楽しそうに触れ合って
いる友達の姿を観ながら、カメの予測できない動きに怖さを感じている幼児がいた。11月
に入り、その幼児の足元で、カメの入っていた水槽がひっくり返ってしまった。その幼児
は、「わぁ！」と声を出して驚きながらも咄嗟に手を出し、両手でカメの体をもち上げて
水槽に戻した。
　直接世話をしなくても、日々カメの動きを観察する中でカメに親しみをもち、自分と同
じようにカメも痛みを感じるだろうと想像して、カメを助ける行動に繋がっていた。
　カメの飼育に学級で取り組むことを通じて、生きているものへの温かな感情の芽生え
や、命を大切にしようという気持ちが育ちつつあると感じた。



41 中井町 年中 環境

「生命」の誕生
に触れ、大切に
しようとする心
を育くむ

　園庭でダンゴムシを捕まえ、飼育しながら触れ合ったり観察したりしていた。観察する
中で、オスとメスの違いや赤ちゃんが産まれる時季を知り、赤ちゃんの誕生を楽しみにし
ていた。ある日、Ａ児の掌で突然ダンゴムシが産まれ始めた。Ａ児は驚きつつも保育教諭
や友だちに知らせた。観察しやすいように黒画用紙の上にダンゴムシを乗せ、産まれてく
る様子をしばらく見守ることにした。一生懸命に幼虫を産むダンゴムシを見て、子ども達
から自然と「がんばれー！」という応援の声が聞かれた。翌日、幼虫を産んだダンゴムシ
が動かなくなっていた。「赤ちゃん産んだから疲れちゃったのかな？」と心配しながら様
子を見守る子ども達。その日の振り返りで、新しい生命が生まれることの大変さやみんな
が産まれた時もお母さんが一生懸命頑張ったことを伝えると静かに保育教諭の話に耳を傾
けていた。

42 大井町 年長 環境 飼育当番活動

　相和幼稚園では、“まゆちゃん”と言う名前のウサギを1羽飼っている。昨年度、飼育
当番の引継ぎや卒園式で「まゆちゃんを大切に育ててね」と卒園児に頼まれ、雨の日も
カッパを着て飼育当番をしてきた。ウサギのウンチを見ると「臭いから嫌だな」の言葉も
聞かれたが、年長になると言葉に変化が見られ、友達が「臭い」と言うと「私たちが掃除
や餌をあげないとまゆちゃんが死んじゃうよ」と言って命の大切さを伝えるようになっ
た。10月頃からは、鍵を開けると「まゆちゃんおはよう」、金曜日には「２回お休みだか
ら餌はいっぱいあげるね」、掃除等終わると「まゆちゃんご飯だよ」と声をかけ、「美味
い？」と聞く姿も見られるようになってきた。１月になると、小屋の角のウンチが真ん中
の違う場所にあり、「なんでだろう？」の疑問をもち、平日の時のウンチの場所や量の違
いから「土・日曜日の２回休みでウンチがいっぱいで気持ちが悪かったんだ」と気づく姿
が見られた。最近では、ゲームなどで直ぐにリセット出来る時代の子ども達にとって、飼
育当番活動を通して、命の大切さや情操教育に役立つ教材となった。

43 大井町 幼複合 環境
避難訓練を通し
て命を守る行動
を知る

　４月の年中長児が避難訓練を行い、反省の中で避難の約束『おかしも』から『おかしも
ち』の『近寄らない』まで指導することが大切ということになった。避難の仕方を視覚的
に表示し、４月後半に行われた三学年の避難訓練から『おかしもち』を意識しながら命を
守る訓練を行ってきた。繰り返し指導していく中で年少児も避難の約束を理解できるよう
になってきている。今後も、いつ起こるかわからない災害に子ども達一人一人が考えて行
動できるようにしていきたい。



44 大井町 年中 環境

虫を捕まえた
よ。何を食べる
んだろう？
【７月～10月の
間の事例】

　バッタやカマキリなど虫を捕まえることに喜びを感じて、飼育ケースに入れては「○匹
捕まえたよ。」と話してくることが多かった。その都度、教師も「カマキリは何食べるん
だろう？」など子どもたちが考えられるように声をかけてきた。しばらくは“見つけて捕
まえる”の繰り返しだったが、懇談会等で保護者にも“捕まえるだけではなく餌にも気づ
かせたい”ということを話すと、家庭でも捕まえた時に餌のことを考えてくれるように
なってきた。そして、図鑑を見てカマキリはバッタを食べることに気づいたり、虫好きな
友だちに何を食べるのか聞いたりするようになった。教えてもらった虫を見つけて飼育
ケースに入れると、バッタがカマキリに食べられている様子を見ることができ、「これで
お腹がいっぱいになるの？」「バッタを食べておいしいの？」など疑問や思ったことを伝
え合う姿があった。捕まえるだけでなく、何を食べるのか考えたり、食べている姿を見て
感じたことや気づいたことを友だちや教師に伝えたりする場を設けてきた。今後は虫を見
つけた時のかかわり方が変化していることを期待したい。

図鑑

45 大井町 年長 環境 カブトムシの命

　クラスでカブトムシの幼虫を飼育し始めたが、幼虫は土の中に潜ってしまうのでなかな
か見えない。子どもたちはどのくらい幼虫が大きくなっているのか気になっていたので担
任が土を少し掘って見せた。幼虫が見えると「おっきくなってる！」「動いてる。」と成
長に気づきうれしそうに話した。子どもたちは、幼虫が暗い土の中が好きだということを
わかっていたのですぐに土をかけていた。
　夏休み後、カブトムシを毎日見たり触ったりしていたが、何日か経つと弱って死んでし
まった。子どもたちは「触りすぎたかな？」「お水かけすぎだったんだよ。」と考える姿
があった。その後、お墓を作り、土に埋めてあげることにした。命が終わってしまうこと
とその大切さを学ぶ機会になった。

46 松田町 幼複合 環境
「亀、カニ、カ
ナヘビ」の冬眠

 １２月初旬河原への園外保育でカニ探し。しかし全く見つからず年長児Ａ「寒いから土
の中に潜ったのかな？」と予測する。年中児Ｂ「それって、冬眠したってことじゃな
い？」との言葉から保育室で飼育している、亀、カニ、カナヘビも冬眠するのではないか
と考え図鑑で調べる。皆冬眠すること、生き物によって方法が違うことが分かる。そして
暗くする方法を考え、寒くて静かな場所を探し廊下の棚の下を見つける。Ａ「ここなら静
かに寝れるかな？みんなどう？」と持ちかけ、合意の元に決定。亀の絵を描く子、“冬眠
中静かに…”と張り紙をする子等それぞれが取り組み、「またね、おやすみなさい」と冬
眠させることが出来た。
　数日後、年少児Ｃが廊下を元気よく歩いていると、Ａ「Ｃさん亀やカニが寝ているから
静かに歩いてね」と伝える。それからというもの、廊下を歩く度に音を立てず静かに歩
き、「寝ているかな～？」と気にかける。
　生き物の変化に気づき“冬眠”という生態を知ることが出来た。また今まで世話をして
いたカニ、カナヘビ等のために何が必要か等、生き物の気持ちになって考えることが出来
た。今後も様々な活動の中で「命」を大切にしようとする気持ちを育てていきたい。



47 山北町 年少 環境
植樹祭
「クヌギの木は
友だち」

　ドングリから発芽し、大きくなったクヌギを園庭に植えることになり、子どもたちと大
きな穴を掘り植樹祭をした。穴を掘るときに一生懸命になっていた子が、その後もクヌギ
に水をやり様子を見ていたのだが、クヌギは葉を落とし、一見枯れてしまったようだっ
た。それでもその子はあきらめず、水をあげ続け、「クヌギさんに友だちがいると喜ぶか
も！」と木の横に柿の種を植えていた。クヌギの木を、まるで一人の友達のように大切に
接する姿がとても嬉しく、帰りの会で話題にあげると、後日、家からクヌギのドングリを
持ってきて「これも植えてみよう」と言う子がいた。そのことがきっかけで、園庭の草花
に水をやったり話しかけたりする姿が見られるようになった。

48 山北町 幼複合 環境
お米を育ててみ
よう

　５月に裸足で田んぼに入り、泥の感触や匂いを楽しむ経験を行った。園でも田植えをし
てお米を育てることにした。水やりを行う中で、成長や変化を親子で楽しむ姿もあった。
稲が実ると鎌で収穫し「たくさんとれたね」と喜んでいた。千羽こき・すりこぎ・ボール
などを使用し、精米の方法を地域の方に教えて頂いた。みんなで力を合わせて挑戦すると
「お米って大変だね」「残しちゃだめだよね」と話したり、給食の時に米粒を残さず食べ
たりする子が増えた。年末には、ワラを使い親子でお正月飾りを作り日本の文化にも触れ
ることができた。地域の方々の協力のもと、約半年間の米作り実体験を通し、お米を身近
に感じながら、米の大切さや難しさを知る機会となった。

49 山北町 年中 環境 夏野菜の栽培

　トマトやキュウリ、スイカなど夏野菜の栽培を始めた。野菜図鑑を見ながら野菜の看板
を設置し、それぞれの苗を植えると、「早く大きくなってね」と収穫を楽しみにしてい
た。キュウリの花が咲き、そのあとに出てきた小さな実を発見した時は、「小さいけどト
ゲトゲしている」と驚いていたが、「大きくなったかな？」「もうすぐ食べられそう！」
と畑を覗いて毎日確かめていた。もう少しで収穫しという時、サルに食べられてしまい収
穫することができなかったが、「次はサルに食べられないようにしよう」とどうすればい
いか話し合い、「サルはクマが苦手だと思う」とクマの絵を描き、畑に貼りサル除け祈願
をした。

50 山北町 年中 環境
亀の栽培を
とおして

　12月の中旬、寒い日が多くなると飼育していた亀（かめきち）が、今までより動かなく
なりエサもほとんど食べなくなっていることに気がついた。昨年の経験から「かめきち、
冬眠するのかな？」と教師に話していた。「お布団かけてあげなきゃ寒くてかわいそうだ
よ」と図鑑を見ながら亀の冬ごもりに何が必要なのかを一緒に調べ、「かめきちお布団だ
よ」と落ち葉を飼育しているたらいの中に優しく入れる姿があった。「これでかめきちも
寒くないね！」「春になったらまた遊ぼうね」と毎日お世話をしていた中で、亀に愛情を
もち、大切にしようとする子どもの心の育ちを感じた。

51 開成町 年少 環境 氷の下のメダカ
　寒さ厳しい1月。園庭の池に氷が張っていることに気がついた子ども達。夏にメダカが
たくさんいたことを思い出し、心配する声。園長より池の底で生きていることを聞き、安
心した表情。園庭の変化に気づき、生き物を思いやり、命の大切さを考えあった事例。



52 箱根町 幼複合 環境
色々な生き物と
の関わり

　春から秋にかけて園庭で様々な生き物と毎日触れ合ってきた。ダンゴムシ、バッタ、蝶
やトカゲなど。生き物に親しみながら、捕まえては虫かごに入れ、飼おうとするが死なせ
てしまうことが多くあった。飼いたいという子と逃がしてあげた方がいいという子の間
で、葛藤を繰り返しながら生き物への興味と小さな生き物にも命があることを知り、大切
にしようという気持ちが育っていった。

53 箱根町 年長 環境
生き物との向き
合い方を考える

　春は昆虫採りに夢中になってどれだけ捕まえられたかを競い合い飼育ケースに入れてい
た。捕まえたら満足していた年長児はその後死んでしまっても気に留めない様子であっ
た。夏になり蝉が園庭に出るようになると今度は蝉を捕え世話をしたくなり、図鑑で調べ
砂糖水を枝に付け観察した。管で吸っている様子を見た園児たちは「かわいい」と親しみ
を持つようになり、飼育ケースの周りにそれぞれが観察画を書いておいたりして興味を
持って関わった。その後蝉が上手に跳べるようにとなるべく高い木を探し、蝉のことを
思って外に返す姿になった。

54 箱根町 年長 環境
夏野菜の栽培を
経験して

　昨年度、夏野菜を栽培していた年長児の姿を見て、自分達もやってみたいと期待を膨ら
ませていた姿から、野菜の栽培に挑戦することになった。夏の収穫を目指し、どの野菜が
夏においしく食べられるのか図鑑で調べ、キュウリ、ミニトマト、トウモロコシ、ピーマ
ンを栽培した。
　土作りから取り組み、毎日の水やり、草むしりも子ども達が気付き行っていた。園庭に
出ると真っ先に畑に行き「花が咲いたよ」「実がついてきた」など野菜の小さな変化に一
喜一憂し、収穫を心待ちにしていた。
　７月中旬、いよいよ収穫の時を迎え、キュウリやミニトマトを大喜びで収穫し、持ち
帰った。持ち帰った野菜は家族で食べ、仙石原でも立派な野菜が育つことに驚いている保
護者もいた。また、収穫した野菜を年下児にもあげ、収穫の喜びを共有することができ
た。
　野菜が苦手で、給食の野菜もなかなか手をつけなかった男児が、自分で収穫したミニト
マトを「食べてみようかな」と自ら口へ。「すっぱかった。」と苦い表情をしていたが、
自分達で育てた野菜だからこそ「食べてみよう、挑戦してみよう」という気持ちを抱いた
のだと思う。野菜嫌いの男児にとってはとても大きな一歩となった。
　野菜の栽培を通し、野菜が育つには多くの時間や手間がかかることを実際に経験するこ
とができた。世話を怠ると元気がなくなったり、枯れてしまったりすることも経験し、野
菜にも命があることも学ぶことができた。



55 真鶴町 年中 環境 トカゲのレミー

　生き物にとても興味のある男児がきれいな色のトカゲを捕まえた。皆で逃がそうか、飼
おうかという話し合いをし、クラスで飼うことになった。何を食べるんだろう。どんなと
ころに住んでるのかな。図鑑で調べてみたり、家で保護者に話をしたりする子どももい
た。そして名前をレミーと名付け手や肩に乗せたり、ベッドやネックレスを作ってあげた
りして、子ども達にとって大切な存在になっていった。子どもたちの捕まえたトカゲは、
飼育するのが難しいニホントカゲの幼体であった。ある日、レミーがかごの中で冷たく
なっているのを担任が見つけた。そのことを子どもたちにどう伝えるか、とても悩んだ
末、レミーは自分の家に帰ったようだと伝えることにした。いなくなったことに悲しむ子
や、その後もレミーの姿を探す子もいた。ひとつのいのちの大きさを学ぶ機会となった。

56 湯河原町 年長 環境

「生き物の世話
をすることは命
を預かることな
んだ」

　昆虫採集をするなかで図鑑で調べることが日課となり、興味関心が深まり、バッタやコ
オロギなどの昆虫の飼育が始まった。最初は、当番を決め園児が自主的に餌をあげていた
が、次第に園児たちの興味は薄れ、昆虫は弱っていった。餌がないことにようやく気づい
た園児たちは急いで用意していたが、数日後昆虫は死んでしまった。「何で死んじゃった
の」「世話をしなかったからだよ」と園児たちなりに後悔してた。その後、話し合いの場
を設けた。そのなかで、「死んだらもう生き返らない」「ちゃんと世話をしないから死ん
でしまった」など生き物の世話をすることの大変さや責任が伴うを体験を通して感じるこ
とができた。そして飼育をすることは命を預かることだと園児たちは知った。その後、園
児たちは飼育に関して慎重に考えるようになった。


